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このデバイスには、バッテリ駆動のリアルタイムクロック(RTC) 回路が付属しています。RCTバッテリの交
換を正しく行わないと、爆発する危険があります。メーカー推奨、または同等の種類を交換してください。
使用済みバッテリは、メーカーの指示に従って廃棄してください。

本機器は、工場外にルーティングされていないPoEネットワークにのみ接続します。
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はじめに

Avigilon ACC ESHDレコーダーは、ネットワークビデオ録画のための一体型ソリューションです。このレ
コーダーには次の機能があります。

l IP カメラを接続し、電力を供給するネットワークスイッチ。

l Avigilon Control Center サーバーソフトウェアを実行するための内蔵サーバー。

l リモートでアクセスできるローカルビデオコンテンツストレージ。

ACC ESHDレコーダーの工場出荷時の設定を使用すると、レコーダー設置後すぐに使用を開始できます
が、特殊な要件などがある場合は、Avigilon Control Center ソフトウェアまたはWebインターフェイスを
使用して設定をカスタマイズできます。

始める前に

Avigilonビデオ監視システムのハードウェアを保護するために、無停電電源装置（UPS）システムの使用を
お勧めします。UPSシステムは、専用バッテリーを使用して、スパイク、電圧低下、変動、および完全な電
源障害などの主電源の問題から重要な機器を保護するために使用されます。スタンバイ発電機を始動し同期
させるのにかかる時間中に機器に電力を供給するためにも使用できます。

どのUPS接続にも、バッテリ残量が少ないか、15分の電力しか残っていない場合にアプライアンスのオペ
レーティングシステムをシャットダウンする設定を含める必要があります。

適切なネットワーク構成を設定するまで、カメラをアプライアンスに接続しないでください。

パッケージの内容

パッケージに次のものが同梱されていることを確認してください。

l Avigilonビデオアプライアンス

l 電源コード

l 電源装置とそれを固定するためのドライバー

l 壁面取り付け用ハードウェア

l デジタル入出力端子台コネクタ
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概要

正面図

1. リセットボタン

このボタンを使用して、物理的にレコーダーを再起動したり、工場出荷時の設定にリセットしたりし
ます。

2. ステータス LED

毎日の動作に関する情報を提供します。詳細については、「「LEDインジケーター」（22ページ）」
を参照してください。

後ろから見たところ
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1. 企業ネットワークアップリンクポート

1GbEイーサネット接続で汎用ネットワークに接続して、ユーザーがWebインターエイスや接続済
みのカメラビデオにアクセスできるようにします。

2. カメラネットワークアップリンクポート

1GbEイーサネット接続で、PoEスイッチコンポーネントに接続されているカメラに接続できるよう
にします。他のPoEスイッチやカメラへのリンクとして使用できます。

3. PoE スイッチコンポーネント

カメラを10/100速度のPoEスイッチコンポーネントに接続して、カメラに電力を供給したりビデオ
を録画したりします。

4. 電源コネクタ

レコーダーに対する電源を受け入れます。

5. I/O コネクタ

外部の入力/出力デバイスへの接続を提供します。詳細については、「「外部デバイスへの接続」
（21ページ）」を参照してください。

システム要件

アプライアンスの管理設定は、次のいずれかのWebブラウザを使用して、任意のWindows、Mac、または
モバイルデバイスからアクセスされるWebインタフェースを介して管理されます。

l Mozilla Firefoxブラウザバージョン3.6以降

l Google Chromeブラウザ8.0以降

l Microsoft Edge ブラウザ25以降

l Safari 5.0以降

l Android版Chrome 2.2以降

l Apple iOS版Safari 5以降

l Windows Internet Explorer ブラウザバージョン7.0以降

メモ：Webブラウザでクッキーを許可するように設定しておかないと、Webインターフェイスは
正しく機能しません。
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サポート対象のネットワーク構成

メモ：カメラのアップリンクポートでは動的切替えのDHCPサーバーをサポートしていません。

ネットワーク
接続

カメラのWeb
インターフェ
イスアクセス

サポート対象のIP構成

企業の LAN
アップリンク

カメラの LAN
アップリンク

メモ

企業の LAN
アップリンク
専用

なし
静的/DHCPの割り
当て

未接続
（DHCPとして残
す）

カメラのLANアップリンクと
接続済みカメラはZeroconf IP
アドレスを使用します。

カメラの LAN
アップリンク
専用

あり
未接続
（DHCPとして残
す）

静的、DHCP割り当
て、DHCP-
Zeroconf

企業とカメラ
の
LANアップリ
ンク

カメラのLAN
アップリンク
専用経由

静的、DHCP割り当
て、DHCP-
Zeroconf

静的、DHCP割り当
て、DHCP-
Zeroconf

企業とカメラのLANアップリ
ンクは、別々のサブネットに配
置する必要があります。
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初回のACC ES HDレコーダーの起動

ACC ESHDレコーダーは、ほこりや粒子、振動のない場所の、指定された動作温度範囲内に設置してくだ
さい。指示に従わない場合、問題が生じても保証の対象になりません。

デバイスをセキュリティネットワークに接続する前に、デバイスの初回構成を行う必要があります。

重要：静的IPが必要な場合は、デバイスのIPアドレスを手動で構成するためにラップトップコン
ピューターが必要です。ラップトップにIPアドレス169.254.100.99または169.254.100.100
が割り当てられておらず、IPサブネットマスクが255.255.0.0であることを確認します。

1. デバイスに電源を接続し、起動するまで待ちます。初めて電源を入れたときは、起動に数分かかる場
合があります。

アプライアンスのLEDインジケーターで示されるステータスが正しいことを確認します。詳細につい
ては「LEDインジケーター」（22ページ）参照してください。

2. 静的IPアドレスを持つデバイスを設定している場合、Ethernetケーブルを使って、構成しているラッ
プトップのDHCP対応ポートを直接カメラネットワーク (eth0) ポートに接続します。それ以外の場
合は、企業ネットワーク (eth1) ポートを使用して、デバイスを企業ネットワークに接続します。

3. 接続されているラップトップまたはネットワークワークステーションで、アプライアンスを検出しま
す。Windowsコンピュータではエクスプローラーを、MacintoshコンピュータではFinder®を使用
します。

「VMA-RPO-4Px<シリアル番号>」というラベルの付いたネットワークデバイスを探しています。
アプライアンスを見つけることができない場合は「トラブルシューティング」（33ページ）を参照し
てください。

4. クリックして、対応するWebブラウザでデバイスを開きます。サポートされているWebブラウザの
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リストについては、「システム要件」（3ページ）をご覧ください。

重要：ACC ESHDレコーダーは、Webブラウザで接続警告を発する自己署名証明書で構成
されています。

5. ブラウザで表示されたすべての接続メッセージをクリックしてください。ブラウザによっては2つの
警告メッセージが若干異なります。ブラウザが…

l Chromeの場合—最初の画面でAdvanced（高度）をクリックして、2番目の画面でProceed
to<IP address> （unsafe）（<IPアドレス> （危険）に進む）をクリックします。

l Firefoxの場合—最初の画面でAdvanced（高度）をクリックして、2番目の画面でAdd
Exception（例外を追加）をクリックし、Permanently store this exception（この例外
を永久保存）にチェックを入れてConfirm Security Exception（セキュリティの例外を確
認）をクリックします。

6. デバイスが自己署名のWeb証明書を使用しているため、Web UIとデバイス間の接続が信頼できない
ことを通知するセキュリティ警告がブラウザーに表示されます。これは想定内であり、警告を無視し
て安全にACC ES管理者Web UIに進むことができます。

デバイスに含まれる証明書によって提供されるセキュリティのレベルは、内部サーバーに公開キー基
盤(PKI) を展開しない組織にとって十分なものである必要があります。

重要：独自のPKIを展開している組織の場合、デバイスをインストールして電源を入れた
後、デバイスの証明書をACC ES管理者Web UIから管理できます。デフォルトの自己署名済
みWeb証明書を置き換えることができ、デバイスに提供されていない認証局(CA) からの署
名付き証明書を追加でき、デバイスに提供されているGoogle Mailなどのパブリックサー
バー用のCAからの署名付き証明書を無効にできます。詳細については、「「証明書の管理」
（25ページ）」を参照してください。

7. Webインターフェイスで指示が表示されたら、管理者ユーザー名の新しいパスワードを入力します。

強度メーターはパスワードの複雑さを測定します。赤は単純すぎ、黄は合理的に複雑、緑は複雑で
す。複雑さは、パスワードの安全性ではなく、パスワードを検出することの難しさを測定します。複
雑なパスワードをお勧めします。

ページが更新され、ログインするよう求めるメッセージが表示されます。

8. ユーザー名に「administrator」と入力し、新しいパスワードを入力します。

Webインターフェイスのダッシュボートパネルが表示されます。

初回のACC ES HD レコーダーの起動 6



9. Webインターフェイスの言語、ユーザーフレンドリーなホスト名とタイムゾーンを設定します。ナ
ビゲーションサイドバーで、デバイスをクリックして、デバイスパネルを開きます。

で

a. 一般ドロップダウンリストから言語を選択します。

b. ホスト名ペインで、オプションとしてアプライアンスのシリアル番号をアプライアンスの記述
ホスト名に入れ替えることができます。

c. 時刻ペインで、タイムゾーンを指定し、NTPドロップダウンとサーバーリストでタイムソース
を特定します。

詳細については、「デバイスの再起動とデバイス設定の管理」（12ページ）を参照してください。

10. アプライアンスがネットワークからIPアドレスを取得する方法を選択します。ネットワークをクリッ
クして、絞りを開きます。ネットワーク使用されている各ネットワークポートのために、自動を選択
するか、手動で設定を入力します。

詳細については、「「デバイスをユーザーとカメラに接続する」（15ページ）」を参照してくださ
い。

11. ラップトップを使用してデバイスを構成した場合：

a. デバイスから企業ネットワークにイーサネットケーブルを接続します。

b. 構成中のノートパソコンをカメラネットワークポートから外します。

12. PoEスイッチコンポーネントにカメラを接続します。

Webインターフェイスの詳細については、「レコーダーの設定」（8ページ）を参照してください。

これで、ACCClient ソフトウェアをインストールし、ACC ESHDレコーダーをACCサイトに接続する準
備ができました。これでAvigilonControl Center Client ソフトウェアを通して、毎日の業務に使用するデ
バイスとカメラを構成することができるようになりました。詳細については、「「ACCソフトウェアと
ACSへの接続」（20ページ）」を参照してください。
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レコーダーの設定

ACCESHDレコーダーは、ネットワーク上の任意のブラウザからアクセスできるACCES管理者Webユー
ザーインターフェイス（ACCES管理者WebUI）を通じて設定することができます。ACCES管理者WebUI
を使用すると、レコーダサーバー設定の設定、サーバーによる時間の記録方法などを設定できるほか、サー
バーをリモートから再起動させたり、アップグレードしたりすることができます。ACCをクリックしてソフ
トウェアをダウンロードし、使用中のコンピュータにインストールして、ACCES管理者WebUIにアクセス
します。

レコーダーを構成した後、レコーダーのシステム設定のバックアップを開始します。これらの設定には、
ACCのパスワード、およびカメラ接続の設定が含まれます。サイトおよびサーバー構成のバックアップの詳
細についてはAvigilonACCClientユーザーガイドを参照してください。

このセクション全体を通して、デバイスという用語はレコーダーと同じ意味で使用されます。

ACC ES管理者Web UIの起動

デバイスにネットワークアクセスできるネットワークワークステーションからACC ES管理者Web UIにアク
セスできます。

デバイスのACC ES管理者Web UIに初めてアクセスするときは、次のいずれかの方法を使用します：

l デバイスの発見

1. ファイルエクスプローラー(Windows) またはFinder (Macintosh) で [ネットワーク]タブを
開き、デバイスを探します。

「VMA-RPO-4Px<シリアル番号>」というラベルの付いたネットワークデバイスを探してい
ます。

2. 右クリックしてデバイスのWebページを表示を選択し、デフォルトのWebブラウザでデバイ
スのサインインページを開きます。

l IP アドレスまたはホスト名の使用

1. デバイスへのネットワークアクセスを備えたネットワークワークステーションからWebブラウ
ザを開きます。

2. WebブラウザにIPアドレスまたはホスト名を入力して、デバイスサインインページを開きま
す：

https://<デバイスIPアドレス>|<デバイスホスト名>/

レコーダーの設定 8



例えば： https://169.254.100.100/または https://my_AvigilonDevice/、こ
こでは my_AvigilonDevice/ がデバイスパネルで設定されたホスト名です。

メモ：インストールプロセス時に設定したIPアドレスまたはホスト名を思い出せない
場合、その情報はサーバーの[セットアップ]タブにあるACCクライアントソフトウェ
アに記載されています。

ヒント：デバイスのサインインWebページのURLをブックマークします。

ACC ES管理者Web UIへのログインとログアウト：

1. ログインするには、ACC ES管理者Web UIのユーザー名とパスワードを入力します。

ユーザー名は常に「administrator」になります。最初にデバイスにログインしたときに設定した
パスワードを使用します。詳細については、「初回のACC ESHDレコーダーの起動」（5ページ）
を参照してください。

ACC ES管理者Web UI起動ページは、Webブラウザに表示されます。

2. ACC ES管理者Web UIからログアウトするには、最上部のバナーの右側にあるログアウトアイコンを
クリックします。

ACC ES管理者Web UI起動ページのサイドナビゲーションバーでダッシュボードが選択され、ダッシュボー
ドステータスパネルが表示されます：

l ACC サーバー—ACCサーバーソフトウェアが動作しているときに実行中が表示され、それ以外の場
合は停止が表示されます。パネルには、デバイスに関する技術情報（サイト名、サーバー名、サー
バーID、サーバーのバージョン、ソフトウェアのバージョン、使用可能なカメラチャネルの数、およ
び許可されているACCクライアントインスタンスの最大数）が表示されます。

l システム—デバイスが完全に動作可能なときに準備完了が表示され、そしてデバイスが再起動され
たときに再起動中それから初期化中が表示されます。パネルには、デバイスに関する技術情報（製品
名、部品番号、シリアル番号、およびファームウェアのバージョン）が表示されます。

ダッシュボートのナビゲーションバーのサービスおよびシステムのメニューオプションを使用して、他のす
べてのWebインターフェイスパネルにアクセスします。
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l サービス—左サイドバーでACCを展開して、次に移動します：

l デバイスでACCサーバーを制御するためのサーバーページ。「ACCサービスとストレージの管
理」（11ページ）
を参照してください

l ACCサーバーサービスログを表示するログページ。参照してください「サポートのためのサー
ビスログの提供」（12ページ）。

l システム—デバイスを設定し、そのステータスを表示するための5つのオプションにアクセスしま
す：

l デバイス。参照：

l 「デバイスの再起動とデバイス設定の管理」（12ページ）

l 「ファームウェアのアップグレード」（29ページ）

l 「証明書の管理」（25ページ）

l ストレージ。「ストレージドライブの状態の監視」（14ページ）を参照してください。

l ネットワーク。「デバイスをユーザーとカメラに接続する」（15ページ）を参照してくださ
い。

l ログ。「サポートのためのデバイスログの提供」（17ページ）
を参照

PoEポートのステータスの表示
「PoE」パネルでは、各ポートのステータスが[ステータス]列に表示されます。次の状態があります。

緑
色

一定
出力

PoEデバイスがポートに接続され、正常に動作しています。

高出
力

PoE+がオンになっています。

灰
色

切断 ポートに接続されているデバイスがありません。

出力
なし

PoEポートの電源は、ACC ES管理者Web UIのPoEページからスイッチオフされます

黄
色

過負
荷

PoEデバイスはポートに接続されていますが、電力を受け取っていません。このステータス
は、通常、一つのポートが過電流の場合や、デバイスが配分以上の電力を要求している場合な
どに生じます。

低出
力

デバイスはポートから低電流を得ています。

PoEポートのステータスの表示 10



赤 エ
ラー

デバイスがエラー状態です。

ヒント：カメラを外した後で再度デバイスに接続した場合、このページを更新して最新のステータ
スを確認し、値を配分しなければならないことがあります。

ACCサービスとストレージの管理

サーバーパネルでは：

l 一般ペイン：

タスク 操作

デバイスをシャットダウンする前に、すべてのサー
ビスをシャットダウンします。

停止をクリックします。

サービスがシャットダウンされた後ですべてのサー
ビスを起動します。

開始をクリックします。

ストレージドライブをフォーマットします。 再初期化をクリックしてすべての設定と記録
映像データを削除します。

l ネットワークストレージ管理ペインを使用します。

ユーザーがACCクライアントソフトウェアを使用してこのデバイスからのビデオをアーカイブでき
るようにするには：

1. 有効をクリックします。

2. [Protocol(プロトコル)] ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

l CIFS(CIFS)—共通のインターネットファイルシステム。ネットワークパスは一般
的に次の形式を取ります：//<ホスト名またはIP> /<パス>

l NFS(NFS)—ネットワークファイルシステム。ネットワークパスは一般的に次の形
式を取ります：//<ホスト名またはIP>：<パス>

3. [ネットワークパス]フィールドに、希望のビデオアーカイブロケーションへのパスを入力しま
す。

4. ネットワークロケーションに認証が必要な場合、[ユーザー名]と [パスワード]フィールドに
認証資格情報を入力します。

5. [適用] をクリックします。

ACCサービスとストレージの管理 11



l サービスとRTPポートのペイン

デバイスとの通信に使用するUDPポートとTCPポートを変更するには：

l サービスポートペインで、HTTP、HTTPSおよびUDPポートに使用する基本値を入力し、適用
をクリックします。ポートのリストが更新されます。

l RTPポートペインで、UDPポートに使用される基本値を入力して適用をクリックします。RTP
で利用可能なポートの範囲が更新されます。

重要：これらの変更は、システムの再起動後にのみ有効になります。プロンプトが表示され
たら、システムを再起動します。

サポートのためのサービスログの提供

ログページを使用してサービスログを表示します。問題解決に役立てるために、通常Avigilonテクニカルサ
ポートからログを求められます。

デフォルトでは、ログからの100件の警告メッセージがページに表示されます。

通常、Avigilonテクニカルサポートは、このパネルのログにアクセスしてフィルタリングし、必要なログを
分離するのに役立ちます。次に、ログをコピーしてテキストファイルに貼り付け、保存して、Avigilonテク
ニカルサポートに送信します。

ログをフィルタリングして、必要な上布を表示することができます。

1. ドロップダウンリストで、必要になるアプリケーションログの種類を選択します。オプション：
o 例外ログ
o FCP ログ
o サーバーログ
o WebEndpoint ログ

2. [最大ログ] ドロップダウンリストから、毎回表示させるログメッセージの数を選択します。

3. フィルターフィールドにテキストを入力して、ログリストにフィルターを適用します。

4. 更新ログを表示するにはSync（同期）ボタンをクリックします。

デバイスの再起動とデバイス設定の管理

デバイスパネルでは：

サポートのためのサービスログの提供 12



l 一般ペインを使用して：
ACC ES管理者Web UIから、デバイスを

l 再起動します。デバイスがACC ES管理者Web UI起動ページから再起動するとき、デバイスの
進行状況を監視することができます（詳細については、「ACC ES管理者Web UIの起動」（8
ページ）を参照してください）。

l ドロップダウンリストから、ACC ES管理者Web UIの言語を選択します。

l ホスト名ペインを使用して新しいホスト名を入力します。適用をクリックして変更を行います。

デフォルトのホスト名はサーバー名と同じです。サーバー名は、<モデル>-<シリアル番号>
フォームにあります

l パスワードペインを使用して管理者パスワードを変更します。

メモ：ACC ES管理者Web UIでデフォルトのユーザー名administratorユーザー名を変更す
ることはできません。変更できるのはパスワードのみです。

1. パスワードを変更するには、現在のパスワードを[古いパスワード]フィールドに入力して、身
元を確認します。

2. [新しいパスワード]フィールドに新しいパスワードを入力します。

3. [パスワードの確認]フィールドに新しいパスワードを再入力します。

注意—パスワードを忘れた場合、録画されたビデオと設定データは失われます。管理者パスワードを
リセットするには、デバイスを工場出荷時のデフォルト設定にリセットする必要があります。こうす
ると、ハードドライブがフォーマットされて、構成データと録画ビデオも削除されます。工場出荷時
の設定への復元の実行方法については、「工場出荷時の設定への復元」（31ページ）を参照してくだ
さい。

l 時刻ペインを使用してデバイスが時刻を保持する方法をカスタマイズします：

l ドロップダウンリストからタイムゾーンを選択します。あなたがここで設定したタイムゾーン
はACCクライアントソフトウェアで定義された録画スケジュールで使用されています。

l NTPフィールドで、ネットワークタイムプロトコル（NTP）サーバーにより同期された時間を
維持する（推奨）かどうかを選択します。

選択：

l DHCP—ネットワークで自動的に既存のNTPサーバーを使用する。

l 手動—このオプションを選択し、続いてNTPサーバーのアドレスを[サーバー]リストに
入力します。リスト内のアドレスを追加および削除し、それらを並べ替えるコントロー

デバイスの再起動とデバイス設定の管理 13



ルがアクティブになります。

l オフNTPサーバーを使用していない場合。

メモ：NTPサーバーのデフォルトのセットは、常にサーバーリストにあります。デ
フォルトのリストは再配置または削除できません。

l 0.pool.ntp.org

l 1.pool.ntp.org

l 2.pool.ntp.org

l 3.pool.ntp.org

適用をクリックして、時間設定を保存します。

l ファームウェアのアップグレードペインを使用して、お使いのデバイスのファームウェアの最新バー
ジョンをインストールしたり、破損した場合、ファームウェアを再インストールしたりします。詳細
については、「「ファームウェアのアップグレード」（29ページ）」を参照してください。

l ACC ES管理者Web UIとデバイスが使用する証明書を管理する証明書ペイン。詳細については、「証
明書の管理」（25ページ）を参照してください。

ストレージドライブの状態の監視

ストレージパネルには、ACC ES 4および8ポートアプライアンス（または古い4ポートACC ESアプライアン
スのドライブ）のデバイスのストレージ容量と、ストレージドライブのステータスを表示できます。

ストレージパネルを開くには、ナビゲーションバーのストレージをクリックします。ストレージパネルのペ
インで次のどのアクションも実行できます：

タスク 操作

ストレージドライブの容量とステー
タスを表示します。

デバイスが次の場合：

l 正しく動作し、準備完了と が表示されます。

l 正しく動作せず、エラーと が表示されます。

ドライブの詳細を表示します。 1. ストレージの詳細ペインを開くには、ペインの右上にある
をクリックします。

2. そのモデルとシリアル番号など、ドライブに関する詳細を
表示するには、 をクリックします。

ストレージドライブの状態の監視 14



デバイスをユーザーとカメラに接続する

ネットワークパネルでは、デバイスのネットワーク接続を変更できます。2つのネットワーク接続をサポー
トしています。1つは企業ネットワークを対象としたもので、もう1つはカメラネットワークを対象とした
ものです。

メモ：企業ネットワークとカメラネットワークを異なるIPサブネット上に配置する必要がありま
す。

企業ネットワークは、通常、ユーザーにデバイスへのアクセスを提供するネットワークです。ACCClient ソ
フトウェア経由でビデオをモニタするユーザーは、このネットワーク経由でデバイスに接続します。

重要：アプライアンスを新しいACCサイトとして追加するか、またはアプライアンスを既存の
ACCサイトにマージする前に、IPアドレスを設定します。ACCサイト内の他のサーバーと同じIP
サブネットに配置することを強くお勧めします。

カメラネットワークは、通常カメラのみが含まれる閉じられたネットワークです。これにより、録画に対す
る干渉の量が少なくなります。

ONVIF デバイスをカメラネットワークに接続する際、アプライアンスがACC 7.x以降を実行している場合
は、アプライアンスをその時刻/NTPサーバーとして使用するように構成します。

ネットワーク接続に関する詳細は、「サポート対象のネットワーク構成」（4ページ）を参照してくださ
い。

ネットワークパネルの各ペインで次のどのアクションでも実行できます。

タスク 操作

デバイスがネット
ワークごとにIPアド
レスを取得する方法
を設定する

自動をオンにすると、接続されているネットワークを自動的に検出し（デフォル
ト設定）、手動で接続を指定するにはオフにします。手動で接続設定を入力する
場合は、以下のフィールドに適切な値を入力します。

ネットワークパネルの各ペインで、接続されたネットワークを自動的に検出する
には自動IPをオンに切り替え（デフォルト設定）、手動で接続を指定するにはオ
フにします。手動で接続設定を入力する場合は、以下のフィールドに適切な値を
入力します。

l IP アドレス

デバイスをユーザーとカメラに接続する 15



タスク 操作

l サブネットマスク

l デフォルトゲートウェイ

[適用] をクリックして、変更を保存します。

デバイスがDNSサー
バーから名前付きア
ドレスを取得する方
法を設定します。

自動DNSをオンにすると、接続されているDNSサーバーが自動的に検出され（デ
フォルト設定）、手動でDNSサーバーを指定するにはオフにします。自動DNSを
切り替えると、リスト内のアドレスを追加および削除し、それらを並べ替えるコ
ントロールがアクティブになります。

PoE 電源予算の割り当て

PoEパネルを使って、接続されているデバイスにどれだけの電力が供給可能であり、また使用されたかを確
認します。すべてのポートのデフォルト設定は自動です。この設定は、ポートに接続されたデバイスが必要
とする電力量を自動的に検出し、配分を設定します。各ポートについて、この設定を手動で調整するか、電
源出力を完全にオフにすることができます。手動でポートの電力出力を調整する場合は、PoE電力配分を計
算する場合は、「PoE電源への電力配分」（24ページ）を参照してください。

ヒント：高電力PoEを必要とするカメラにミッドスパンPoEパワーインジェクタを使用している場
合は、そのPoEポートをオフに設定する必要があります。

PoEパネルを開くには、次のいずれかを実行します。

l ACC ES管理者Web UI起動ページのPoEステータスパネルに クリックしてください。

l ダッシュボードのナビゲーションバーからPoEをクリックします。

タスク 操作

接続されているデバイスにどれだけの電力が供給可
能であり、また使用されたているかを確認できま
す。

パネルの上部にある2つのバーを見てください。

l 電源容量バーは、PoEポートに接続されてい
るすべてのデバイスに割り当てられている総
電力量を示します。

l 消費量バーは、接続されているすべてのデバ
イスで現在使用されている実際の電力量を示
します。

各PoEポートが使用する電力を調整します。 に電力バーを使用して、PoE電力配分を設定しま
す。

PoE 電源予算の割り当て 16



タスク 操作

ヒント：また、電力バーを使用して、カメ
ラをリモートで再起動することもできま
す。電力設定をオフに設定したら、カメラ
の電源が切れるのを待ち、続いて電力設定
を自動または手動に変更します。

ヒント：PoEとPoE+（802.3at）の両方
の動作モードに対応するデバイスは、手動
の15W配分を使用して非PoE+モード
（802.3af）に強制することができます。

l オフをクリックしてポートへの電力出力を無
効にします。ポートへの電力が無効になる
と、ポートは電力を出力しなくなりますが、
任意のデバイスの標準ネットワーク接続の機
能を果たすことができます。

l 自動をクリックして、接続されたデバイスの
動作モードに応じてデバイスに自動的に電力
が出力されるようにします。

l 手動をクリックして、ワット単位で電力配分
値を入力します。ケーブルの電力損失の可能
性も配分に含めるようにしてください。

設定は[適用] をクリックするまで実装されません。

[適用] をクリックしたら、次のメッセージが表示されたときにシステムが再起動することを許可します。

変更内容を適用すると、PoE受電デバイスに対して電源サイクルが実行される可能性がありま
す。

ACC ES管理者Web UIによって画面が自動更新され、新しい電力設定の適用が完了すると、更新された設定
が表示されます。

サポートのためのデバイスログの提供

システムログパネルを使用してデバイスのログを表示します。問題解決に役立てるために、通常Avigilon
テクニカルサポートからログを求められます。

デフォルトでは、ログからの100件の警告メッセージがページに表示されます。

通常、Avigilonテクニカルサポートは、このパネルのログにアクセスしてフィルタリングし、必要なログを
分離するのに役立ちます。次に、ログをコピーしてテキストファイルに貼り付け、保存して、Avigilonテク
ニカルサポートに送信します。

ログをフィルタリングして、必要な上布を表示することができます。

サポートのためのデバイスログの提供 17



1. ドロップダウンリストで、必要になるアプリケーションログの種類を選択します。オプション：
o システムログ
o ブートログ
o Web サーバーログ

2. [最大ログ] ドロップダウンリストから、毎回表示させるログメッセージの数を選択します。

3. フィルターフィールドにテキストを入力して、ログリストにフィルターを適用します。

4. 更新ログを表示するにはSync（同期）ボタンをクリックします。

サポートのためのデバイスログの提供 18



ACC Client のインストールと起動

セキュリティネットワークに最初のAvigilonアプライアンスをインストールする場合、ネットワークワーク
ステーションまたはWebインターフェイスへのアクセスに使用しているコンピュータにACC Client ソフト
ウェアをインストールできます。それ以外の場合は、ネットワークワークステーションでACC Client ソフト
ウェアを使用して、アプライアンスをセキュリティネットワークの新しいサイトとして追加するか、または
既存サイトにマージします。

重要：アプライアンスを新しいACCサイトとして追加するか、またはアプライアンスを既存の
ACCサイトにマージする前に、IPアドレスを設定します。ACCサイト内の他のサーバーと同じIP
サブネットに配置することを強くお勧めします。

インターネットへのネットワークアクセスが可能なネットワークワークステーションにACC Client ソフト
ウェアの最新バージョンをインストールできます：

1. インターネットへのネットワークアクセスを備えたネットワークワークステーションからWebブラウ
ザを開きます。

2. ACCClient ソフトウェアを、AvigilonWebサイトavigilon.com/support/softwareからダウン
ロードします。ACC Client ソフトウェアの最新バージョンのインストールソフトウェアにクリックス
ルーします。

メモ：ソフトウェアをダウンロードするWebサイトに初めてアクセスすると、登録を求めら
れます。必要な情報をすべて入力し、登録の完了をクリックします。登録は自動的に承諾さ
れ、Webサイトに進みます。

3. ACCClient ソフトウェアを、デバイスへのネットワークアクセスを備えたワークステーションにイン
ストールします。

ACCクライアントソフトウェアを開く手順：

l デスクトップショートカットアイコン をダブルクリックします。

l スタートメニューから、[すべてのプログラム]または [すべてのアプリケーション]を選択し、
Avigilon > Avigilon Control Center クライアントの順にクリックします。

ACCクライアントソフトウェアを閉じる手順：

1. 右上隅で、 をクリックします。

2. [はい] をクリックします。

ACC Client のインストールと起動 19
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ACC ソフトウェアと ACS への接続

アプライアンスを展開したら、ACCソフトウェアを活性化し、Avigilonクラウドサービス（ACS）に接続す
る必要があります。

ACCソフトウェアのアクティブ化と構成
l ACC™ システム初期設定およびワークフローガイド

l ACC 7ヘルプセンター

これらのガイドの印刷用バージョンは次のAvigilonウェブサイトでご覧いただけま
す：avigilon.com/support/software/。

Avigilonクラウドサービスへの接続
それにより、ACCソフトウェアをアクティブ化した後、ACCサイトを無料でクラウドに接続し、分散シス
テム全体に集中型アクセスを提供する機能を利用できます。

サイトをAvigilonクラウドサービスに接続するには、help.avigilon.com/cloudを参照してください。

クラウドサービスに関する情報については、Avigilon クラウドサービスサポートを参照してください。

ACC クライアントソフトウェアのスタートアップと
シャットダウン

ACCクライアントソフトウェアを開く手順：

l デスクトップショートカットアイコン をダブルクリックします。

l スタートメニューから、[すべてのプログラム]または [すべてのアプリケーション]を選択し、
Avigilon > Avigilon Control Center クライアントの順にクリックします。

ACCクライアントソフトウェアを閉じる手順：

1. 右上隅で、 をクリックします。

2. [はい] をクリックします。
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外部デバイスへの接続

外部デバイスは、I/O端末経由でレコーダーに接続されます。I/O端子のピン配列を次の図に示します。

1. 出力2（リレー出力）—Form-Aドライ接点出力。アクティブなときは、端子が接続されています。
非アクティブな場合、端子はオープン状態です。

最大負荷は30V、2Aまたは200 V、250mAです。

2. 出力2

3. アース（GND）

4. 出力1（リレー出力）—Form-Aドライ接点出力。アクティブなときは、端子が接続されています。
非アクティブな場合、端子はオープン状態です。

最大負荷は30V、2Aまたは200 V、250mAです。

5. 出力1

6. GND（アース）

7. 入力4（アラーム入力） —アクティブロー入力。アクティブ化するには、入力をアースピン（GND）
に接続します。非アクティブ化するには、切断された状態のままにするか、3～15Vを印加します。

8. 入力3

9. 入力2

10. 入力1
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LEDインジケーター

以下の一覧に、ACC ESHDレコーダーのLEDの意味を説明します。

フロントパネルのLED

アイコン LEDの状態 説明

緑色 デバイスの電源が入り、稼働中です。

オレンジ色 デバイスを再起動中です。

オレンジ-点滅 工場出荷時設定への復元ボタンが押されました。

緑色 ハードディスクドライブが接続されています。

赤 ハードディスクドライブの接続にエラーがありま
す。

緑色 カメラはネットワーク接続とパワーオーバーイーサ
ネット（PoE）の電源のスイッチを使用していま
す。

オレンジ色 カメラはネットワーク接続のみのスイッチを使用し
ています。

オレンジ-ゆっく
り点滅

l 一方のポー
ト

l 全ポート

システムオーバーパワーバジェット警告詳細につい
ては、Webインターフェイスの[PoE]パネルを確認
してください。

システムの使用電力がPoE電力バジェットを超えて
いるためポートがオフになっています。

システムがPoE電力バジェットを超えています。

詳細については、「「PoE電源予算の割り当て」
（16ページ）」および「「PoEポートのステータス
の表示」（10ページ）」を参照してください。

緑色-オレンジ色が
交互に点灯

エラーのためにポートがオフになっています。
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アイコン LEDの状態 説明

オレンジ色 GigEネットワークリンクが存在します。

緑色 10/100ネットワークリンクが存在します。

オレンジ色 スイッチコンポーネントが、PoE出力機能の上限に
達しました。

バックパネルのLED

アイコン LEDの状態 説明

緑色 ネットワークアクティビティが存在します。

オレンジ色 GigE速度でオンになっています。10/100速度でオ
フ。

緑色 ネットワークアクティビティが存在します。

オレンジ色 100M速度でオン。10M速度でオフ。
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PoE電源への電力配分

4ポート式デバイス上のPoEスイッチコンポーネントでは、合計64Wの電力を接続されているデバイスに
出力することができ、8ポート式デバイス上のものでは、合計128Wの電力を出力できます。いずれのPoE
ポートも16 Wを標準PoEデバイスに、また30 WをPoE+デバイスに出力することができます。これは通常、
4ポート式デバイスが標準PoEデバイスを4つまで、またはPoE+デバイスを2つまでサポートでき、8ポー
ト式デバイスが標準PoEデバイスを8つまたはPoE+デバイスを4つまでサポートできることを意味します。

上級ユーザーは、ポートごとにPoEの電力配分を手動で調整して、必要とされるカメラに常時対応できるよ
うにすることができます。

各ポートのPoE配分を手動調整する場合は、ケーブルにおける電力損失の可能性も計算に入れる必要がある
ことにご注意ください。ケーブルにおける電力損失の量がわかっている場合を除き、次の推定値を使用して
ください。

l デバイスの使用電力が16W以下の場合—2.5 Wの電力損失を想定します。

l デバイスの使用電力が16W超の場合—4.5 Wの電力損失を想定します。

ポートごとの推奨電力配分を計算するには、次の方程式を使用してください。

電力配分= <カメラの消費電力> + <想定されるケーブルの電力損失>

例：次の4台のカメラを4ポート式デバイスに接続する場合：

HDドーム型カメラ2台 ( 9 W+ 2.5W) x
2
= 23 W

HD PTZ カメラ1台 25.5 W+ 4.5 W = 30 W

HDマイクロドーム1台 4 W+ 2.5 W = 6.5 W

合計 = 59.5 W

4台のカメラの合計消費電力は、PoEスイッチコンポーネントの制限値の範囲内です。

メモ：PoEポートに必要な電力の計算を誤った場合、合計出力が64Wを超えると接続されている
カメラがシャットダウンすることがあります。
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証明書の管理

信頼できる証明書は、デバイスが接続に必要な他のサーバーとクライアントを認証し、それらの接続を保護
するためにデバイスによって使用されます。Avigilon自己署名済みのWeb証明書を提供して、ACC ES管理
者Web UIとWebEndpointサービス、および信頼されたCAからの一連のシステムレベルの署名済み証明書
への接続をセキュリティ保護し、必要なあらゆるサーバーへの安全な接続を保証します。オプションで、独
自の証明書とCAを提供できます。

デバイスに含まれる証明書によって提供されるセキュリティのレベルは、内部サーバーに公開キー基盤
(PKI) を展開しない組織にとって十分なものである必要があります。

アプライアンスの証明書管理機能は、ACC ES管理者Web UIとACCWebEndpoint 製品で使用されるアプラ
イアンスのWeb証明書のみを制御します。ACCサーバー内では、この機能によって構成された認証局は、
ACC電子メールおよび中央ステーション監視機能によって使用される安全な電子メールサーバーを検証する
ためにのみ使用されます。ACCサーバーからACCサーバーへ、およびACCサーバーからACCクライアントへ
の接続の制御または検証には、アプライアンスの証明書管理機能を使用しません。

たとえば、組織がGoogle Mailなどのパブリックメールサーバーを使用している場合、メール通知がトリ
ガーされると、ACCはGoogleメールサーバーにアクセスし、Googleメールサーバーを識別する証明書を受
け取ります。ACCソフトウェアは、Google Mail証明書に署名したCAが既知の信頼できるCAのリストからの
ものであり、接続が保護されていることを確認して、証明書を検証します。

メモ：デバイスに同梱された署名済み証明書は、Mozillaのブラウザに同梱されたものと同じであ
り、The Debian Projectから公的に入手可能です。証明書により、SSLベースのアプリケーショ
ンがSSL接続の信頼性をチェックできます。Avigilonは、証明書がこのアプライアンスに含まれてい
る証明機関が信頼性やRFC 3647準拠のための監査を受けているかどうかを確認することも否定す
ることもできません。それらを評価する完全な責任は、ローカルシステム管理者にあります。

自社のPKIを展開する組織は、ACC ES管理者Web UIの [証明書]ペインを使用して、デバイス上の証明書を
管理できます。

たとえば、次のことができます：

l デフォルトの自己署名済みWeb証明書を自分の組織の証明書に置き換えます。

l 組織内で使用されている内部CAなどのCAをデバイスに追加します。

l システムレベルのCA証明書を無効（および有効）にします。
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Web 証明書の交換

デバイスのWeb証明書を[証明書]ペインの[Web証明書]タブで管理します。ACC ES管理者Web UIと
WebEndpointサービスは、この証明書を使用して、接続しているデバイスに対して自身を認証します。い
つでもアクティブにできるWeb証明書は1つだけです。

デフォルトのWeb証明書をカスタム証明書に置き換えることができます。

重要：デバイスを出荷時の設定にリセットする（出荷時リセットとも呼ばれる）場合、カスタム証
明書をリロードする必要があります。

新しいWeb証明書の取得は、3ステップのプロセスです：

1. 組織で使用されている証明書発行者に証明書署名要求(CSR) を送信すると、発行者から新しい証明書
ファイルと秘密キーファイルが返されます（通常は電子メール）。彼らがACC ES管理者Web UIから
CSRを受け入れない場合、[Web証明書]タブ、または証明書発行者の好適な方法を使用してから
CSRを生成できます：

a. Web UIを開いて、ナビゲーションバーでデバイスをクリックし、証明書ペインまでスクロー
ルします。

b. [Web証明書]タブで、証明書署名要求ボタンをクリックしてください。

c. 標準CSRフォームに、使用しているPKIによって定義された情報を入力し、生成をクリックし
ます。

CSRファイルgenerated.csrは、ダウンロードフォルダに保存されます。

d. ファイルを組織の証明書発行者に送信します。

ヒント：証明書発行者がCSRを受け入れない場合は、証明書発行者が推奨する方法を
使用してCSRを生成します。

2. 証明書発行者からの新しい証明書を含む.crtファイルを受け取ったら、デバイスにアクセスできる場
所に保存します。
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3. 新しい証明書をデバイスにアップロードします：

a. Web UIを開いて、ナビゲーションバーでデバイスをクリックし、証明書ペインまでスクロー
ルします。

b. [Web証明書]タブで、アップロードをクリックします。

c. [Web証明書のアップロード]ダイアログで、証明書の名前を入力して、.crtファイルに移動
するか、またはDrop '.crt' certificate (pem) file here or click to upload領域にドラッグ＆ド
ロップします。

l 証明書ファイルがACC ES管理者Web UIから生成された最新のCSRファイルで作成され
た場合、アップロードがアクティブ化されます。

l それ以外の場合は、クリックして.keyファイルに移動するか、またはDrop '.key'
private key (pem) file here or click to upload領域にドラッグアンドドロップしま
す。アップロードがアクティブ化されます。

メモ：証明書ファイル(.crt)が、証明書発行者の推奨する方法で生成された
CSRで作成された（またはデバイス上の最新のCSRファイルを使用して生成さ
れなかった）場合は、この手順を繰り返して秘密鍵ファイルをアップロードし
ます。

d. [アップロード]をクリックします。

4. [Web証明書]タブで、アップロードした証明書の名前をクリックして有効にします。これにより、
以前の証明書も無効になります。

信頼できるCA証明書をアップロードする

証明書の[ユーザー認証局]タブから、組織の内部のサーバーに配備内部のCAから署名された証明書を管理し
ます。

たとえば、独自のPKIを展開する組織の内部電子メールサーバーは、メールサーバーにアクセスしようとす
ると、既知の信頼できるCAのセットに含まれていないCAによって署名された証明書をACCソフトウェアに
提供する場合があります。そのCAによって署名された証明書が[証明書]ペインの[ユーザー認証局]タブに
アップロードされない限り、証明書を検証できません。

CAから署名済み証明書をアップロードする必要がある場合は、以下の手順を実行します：

1. ウェブUIを開き、ナビゲーションバーにデバイスクリックし、[証明書]ペインまでスクロールしま
す。

2. [ユーザー認証局]タブをクリックします。

3. [アップロード]をクリックします。
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4. [ユーザー認証局のアップロード]ダイアログで、証明書の名前を入力し、クリックまたはドラッグア
ンドドロップしてファイルをアップロードします。一度にアップロードできるファイルは1つだけで
す。
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ファームウェアのアップグレード

ACC ES管理者Web UIを使って、ファームウェアをアップグレードすることができます。

メモ：デバイスに接続されているACC Client からファームウェアをアップグレードすることもでき
ます。ACCクライアントに付属のヘルプファイルにあるサイトのサーバーをアップグレードする手
順を参照してください。

確実にレコーダーを最新のソフトウェアで動作させ、古いソフトウェアからアップグレードさせ、破損した
ファームウェアを交換するために、ファームウェアをアップグレードしてください。ファームウェアをアッ
プグレードする際に、すべての現在の設定と録画されたすべてのビデオが保持されます。

破損したファームウェアをアップグレードするように選択すると、工場出荷時の設定に戻すことを回避する
のに役立ちます。工場出荷時の設定に戻すと、構成されているすべての設定が失われ、記録済みのビデオが
すべて削除されます。

ファームウェアをアップグレードまたは再インストールする前に、最新バージョンのファームウェア（.fp

）ファイルをAvigilonWebサイト：partners.avigilon.comからダウンロードし、そして：

1. ACCES管理者WebUIを使用しているときにWebブラウザからインターネットにアクセスできる場合
は、ダッシュボードから情報パネルに移動します。そしてファームウェアのアップデートをクリック
します。

そうでない場合は、インターネットに接続されたワークステーションからpartner.avigilon.comに
移動し、適切なACC ES(ACC ES)ファームウェアをダウンロードしてください。

2. ファイルをACC ES管理者Web UIにアクセスできる場所に保存します。

ACC ES管理者Web UIからファームウェアをアップグレードするには：

1. [デバイス]パネルに移動します。

2. 必要に応じ、スクロールしてファームウェアのアップグレードペインを表示します：

3. 次のいずれかの方法を使用します。

l ドラッグアンドドロップ

1. エクスプローラーを使用して、ダウンロードしたファームウェアファイルの場所に移動
します。

2. エクスプローラーウィンドウ内のファイルをクリックし、'.fp' ファイルをここにド
ロップするか、クリックしてアップロードしますエリア上にドラッグします。
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l クリックしてアップロードします。

1. '.fp' ファイルをここにドロップするか、クリックしてアップロードしますエリアでク
リックします。Windowsの開くダイアログボックスが表示されます。

2. エクスプローラーを使用して、ダウンロードしたファームウェアファイルの場所に移動
します。

3. 開くダイアログボックス内のファイルをクリックし、開くをクリックします。

4. OKをクリックして続行を確認します。アップロードの進行状況インジケーターが表示されます。
ファイルがアップロードされ、確認されるまで待ちます。ファイルが確認されると、デバイスは再起
動します。デバイスが再起動している間にWeb UIの通信が失われましたメッセージが表示されま
す。この手順には数分かかります。デバイスが再起動すると、ACC ES管理者Web UIへの接続がWeb
ブラウザに復元されます。

進行中のファームウェアのアップロードするは、アップロードおよび確認段階でのみキャンセルでき
ます。ファイルがアップロードされる前に、アップロードのキャンセルをクリックしてください。

メモ：アップロード段階またはアップグレードプロセス中にエラーが生じた場合や、ファー
ムウェアが破損した場合は、ファイルを削除するように促されます。
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リセットボタンの使用

リセットボタンはレコーダーの正面にあります。システムステータスLEDの左側にある、ラベルのない小
さい○がこのボタンです。詳細については、「「正面図」（2ページ）」を参照してください。

リセットボタンには2つの機能があります。

l システムの再起動—レコーダーでシステムエラーが発生した場合、強制的に再起動させることができ
ます。

l 工場出荷時の設定への復元－ACCソフトウェアが期待したとおりに機能しなくなった場合に、レ
コーダーを工場出荷時の設定にリセットすることができます。構成設定と収録されているデータはす
べて削除されます。

メモ：リセットボタンを使用する場合、レコーダーに電源が投入されている必要があります。

システムの再起動

レコーダーでシステムエラーが生じてWebインターフェイスにアクセスできなくなった場合、物理的なレ
コーダーからシステムを再起動して問題の解決を試みることができます。

l 引き伸ばしたペーパークリップなどを使って、リセットボタンをそっと押し、離します。
注意—過剰な力をかけないでください。工具を奥に押し込めすぎると、レコーダーが
損傷し、保証が無効になることがあります。

重要：リセットボタンを長押ししすぎないでください。長押ししすぎると工場出荷時の設定に復元
されてしまいます。

工場出荷時の設定への復元

ACCサーバーソフトウェアが期待したとおりに機能しなくなったり、管理者パスワードを思い出せなく
なったりした場合に、レコーダーを工場出荷時の設定にリセットすることができます。
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メモ：工場出荷時の設定に復元すると、インストールしたカスタム証明書の含め、すべての構成設
定と記録映像が削除されます。工場出荷時のデフォルト設定が復元された後、機能上の問題が発生
する前からの、最新のシステムバックアップを復元できます。カスタム証明書をリロードして、
ACCサーバーソフトウェアを最新のリリースの更新が必要となる場合もあります。

1. 引き伸ばしたペーパークリップなどを使って、リセットボタンを軽く押し続けます。
注意—過剰な力をかけないでください。工具を奥に押し込めすぎると、レコーダーが
損傷し、保証が無効になることがあります。

2. LEDがオレンジで点滅するようになるまで、ボタンを押すのをやめないでください。
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トラブルシューティング

デバイスを検出できません

ハードウェアの設置中にエクスプローラー（Windowsの場合）またはFinder（Macintoshの場合）を使用
してもデバイスを検出できない場合、しかもネットワークに接続されている場合は、次の手順を実行してく
ださい。

l https:// VMA-RPO-4P -<シリアル番号>のURLを使用してWebブラウザからアプライアンスにアク
セスします。

l アドレス解決プロトコル（ARP）を使用して、デバイスのIPアドレスを決定します：

1. シリアル番号タグに記載されているMACアドレス（MAC）を見つけます。

2. コマンドプロンプトウィンドウを開いて、以下のコマンドを入力します:

arp -a

3. 応答をスクロールし、MACアドレスに対応するIPアドレスを探します。

l ACCクライアントソフトウェアからDHCPで割り当てられたIPアドレスを検出します。

1. ACCClientソフトウェアをダウンロードして開き、構成ノートパソコンにインストールしま
す。詳細については、「ACCClientのインストールと起動」（19ページ）を参照してくださ
い。

2. 次の命名規則を使用するサイトにログインします: VMA-PRO-4Px<シリアル番号>。

メモ：Webインターフェイスアプリケーションのユーザー名とパスワードは、ACC
サーバーの管理者ユーザー名とパスワードとは別です。

3. サーバーの[セットアップ]タブを表示します。

ウィンドウ最上部に、IPアドレスが表示されます。

4. Webブラウザを開き、IPアドレスを次の形式で入力します：https://<IP アド レ ス >。

5. レコーダーをインストールする残りの手順を続けます。
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ネットワーク構成

デフォルトでは、ACC ESHDレコーダーがDHCPを通じてネットワーク上のIPアドレスを取得します。
静的IPアドレスや特殊なネットワーク構成を使用するためにACC ESHDレコーダーを設定する必要がある
場合、「デバイスをユーザーとカメラに接続する」（15ページ）で詳細を参照してください。

システム正常性のチェック

ACC Client ソフトウェアでサイトヘルスにおけるシステムコンポーネントのヘルスを確認することができ
ます。詳細については、ACC Client ユーザーガイドのサイトヘルスを参照してください。
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詳細について

その他の製品マニュアルについては、Avigilon (avigilon.com) にアクセスしてください。

技術サポート

Avigilon技術サポートへのお問い合わせは、http://avigilon.com/contact-us/にアクセスしてくださ
い。

アップグレード

ソフトウェアおよびファームウェアのアップグレードは、利用可能になるとダウンロードして入手できま
す。可能なアップグレードについては、avigilon.com/support-and-downloadsにてご確認くださ
い。

フィードバック

私達はお客様からのフィードバックを大切にしています。当社の製品およびサービスに関するコメントは、
feedback@avigilon.comに送信してください。
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制限付き保証および技術サポート
この製品のAvigilon保証条件は、avigilon.com/warrantyに規定されています。

保証サービスと技術サポートは、Avigilon技術サポート: avigilon.com/contact/に連絡して受けること
ができます。
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